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会  議  録 

 

会議名 令和４年度第３回図書館協議会 

事務局 図書館 

開催日時 令和４年９月１６日（金） 午後２時～午後３時４０分 

開催場所 図書館本館 地階集会室 

出
席
者 

  

委員 

大串委員、大塚委員、川井委員、高橋委員、諏訪委員、大久保委員（オ

ンライン参加）、林委員（オンライン参加）、伊東委員、奥村委員、藤森

委員 

欠席

者 
なし 

事務

局 
内田図書館長、中島庶務係長、香川奉仕係長 

傍聴者の可否 可 傍聴者数 ０ 

傍聴不可・一部不可の場合はその理由  

会議次第 

１ 議題 

⑴ 図書館協議会の会議録の承認について 

 

 

⑵ 令和４年度図書館協議会視察について 

 

 

⑶ 令和４年度三者合同会議について 

 

 

⑷ 小金井市立図書館基本計画の進捗管理について 

 

 

⑸ その他 
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令和４年度第３回小金井市図書館協議会 

 

令和４年９月１６日 

 

【大串会長】  定刻となりましたので、ただいまから、令和４年第３回小金井

市図書館協議会を開会いたします。 

 まず、図書館長から挨拶をお願いします。 

【内田館長】  皆さん、こんにちは。着席で失礼いたします。 

 本日、お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

 実はこの間、８月には私と奉仕係長が順番でコロナにかかって自宅待機する

ようなことになりまして、個人的には大変な思いをしたんですけれども、皆様、

お気をつけいただきたいと思いますが、本日に関しましても、今までどおりコロ

ナ対策万全でやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 今日も皆様の貴重なご意見を賜ればと思いますので、どうぞお願いいたしま

す。 

 以上です。 

【大串会長】  ありがとうございます。 

 それでは、出席者と資料の確認について、事務局からお願いします。 

【内田館長】  事務局から報告させていただきます。 

 まず、本日の出席者ですが、本日は委員定数１０人中、皆さん１０人のご出席

となっております。林委員と大久保委員に関しましては、オンラインで参加いた

だいております。オンライン参加につきましては、通信環境の点から音声のみと

させていただいております。ご了承ください。 

 続きまして、資料の確認をさせていただきます。お手元の次第の下の配布資料

というところで一覧を記載させていただいております。資料の不足がございま

したら、事務局にお申しつけください。 

【大串会長】  よろしゅうございましょうか。 

【内田館長】  それでは、会長、よろしくお願いします。 

【大串会長】  分かりました。 
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 それでは、お手元の次第に従って進めたいと思います。 

 まず、議題の１の図書館協議会の会議録の承認についてを議題とします。 

 事務局からお願いいたします。 

【内田館長】  前回の協議会会議録につきまして、委員の皆様に校正いただい

たものを本日の会議資料としてお配りさせていただいております。事前にご確

認はいただいておるんですが、改めまして、本日の会議の場においてご承認をい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【大串会長】  ありがとうございます。ただいま事務局から説明がありました。

会議録について、承認でよろしゅうございましょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【大串会長】  ありがとうございます。それでは、承認と認めます。会議録の

公開などは事務局で作業を進めていただきたいと思います。 

 それから、議題の２の令和４年度図書館協議会の視察についてを議題とした

いと思います。 

 事務局から説明等をお願いいたします。 

【香川奉仕係長】  今年度の図書館協議会の視察先は小平市立中央図書館に

決定しているところなんです。先方といろいろ日程のやり取りをさせていただ

きまして、幾つか候補を挙げさせていただきました。皆様にもメールでご案内さ

せていただいたところなんですが、１０月２６日水曜日の午後、１１月２５日金

曜日の午後ということで皆さんにお諮りさせていただいているところです。 

 ちなみに１１月２５日金曜日は、先方が休館日になっていまして、もしかした

ら部門によっては担当の方がいらっしゃらないこともあるので、そこはご了承

くださいということはいただいております。 

 皆さんにメールさせていただいて返信をいただいているんですけれども、ほ

ぼ１０月、１１月で同数になっています。この場で日程を決めていただければな

と思っております。また、先方に事前に質問事項を送らせていただければと思い

ますし、日程が決まったとしても来られない委員さんもいると思いますので、質

問事項をメールでいただければと思います。先方にも早めにお伝えしたいなと

いうこともありますので、１週間猶予をいただきまして、９月２３日金曜日、ち

ょうど１週間後ぐらいまでには皆様からメールをいただければと思いますので、
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よろしくお願いいたします。 

 それでは、日程はほぼほぼ同数というところなんですけれども、１０月、１１

月か、ご議論をしていただいて決めていただければと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

【大串会長】  １つだけ質問なんですけれども、図書館協議会の日にちをこれ

に充てるということはあるんですか。図書館協議会はちゃんと開いて、別にこれ

を設定するという。 

【内田館長】  当初、皆様にお諮りさせていただいた第１回のところでは、１

１月１８日が第４回協議会ということでお諮りさせていただいたんですが、多

分そのときに申し上げたかなと思うんですけれども、もし視察に今年度行かれ

る場合に関しては、第４回を協議会というところで当て込ませていただいて、例

えば過去においては、行きのバスの中でやっていたりとかいうこともあるので

すが、第４回が今回の視察に当たってくるという位置づけには置いております。 

【大串会長】  なるほどね。そうすると、緊急に我々に諮らなきゃいけない事

態が発生したら、このときにやればいいということになるかな。 

【内田館長】  手続を今後踏んでいかないといけないので、これは後日改めて

メールでお知らせさせていただきたいとは思っておりますが、１点、場合によっ

て皆様に、バスに乗る前にここにお集まりいただいて、諮らせていただきたいこ

とが１点だけもしかしたら出るかもしれませんので、その際はいずれにせよ、ま

だ今の段階ではなかなか申し上げられないんですが、メールでお知らせをいた

したいと思います。 

【大串会長】  分かりました。 

 それでは、皆さんにお諮りしたいと思うんですけれども、１０月２６日の水曜

日の午後か、１１月２５日の金曜日の午後、どちらがよろしいということなんで

すけれども、何かございますか。私は特別に１１月がいいとか、１０月がいいと

か、そういう方があれば、出席できないという方も半々ぐらいいらっしゃるとい

うので微妙な感じなんですけれども、どうですか。個人的な意見でも。 

【中島庶務係長】  チャットで大久保委員からは、１１月２５日のみ出席がで

きるといただいております。 

【大久保委員】  すいません。１０月は仕事のシフト上、動かせないので、１
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０月の場合は事前質問という形で送らせていただきます。よろしくお願いしま

す。 

【大串会長】  でも、視察のときは、向こうのお客さんがいないほうが、僕の

経験から言えば、ずっといいんですよね。それはどうしてかというと、どうして

も写真を撮りたいとかそういうことがあった場合、向こうにお客さんがいらっ

しゃると、人が入らないようにとか、そういういろいろな制限が入って、事によ

ると駄目だと言われるところもあって、そういうこともあると。写真を撮れない

と残念ということになるんです。ただ、担当者が不在だということもあるんだけ

れども、視察させていただくほうとして見ると、いらっしゃらないほうがいろい

ろと細かく見られるということがあるんですね。例えば、この椅子どうとか、こ

このところはどうしてこうなっているのとかね。いろいろ質問もしやすい。それ

から、あまり大きな声をかけられないというのもあって、案内する担当者がこそ

こそと話す感じになっちゃうんです。そうすると、ほかに委員の方がいらっしゃ

っても、その人とその周辺の何人かしか聞こえないので、ほかの人はよそ見して

いるみたいな、集中度は低下すると思うので、僕としては、１１月２５日のほう

が経験上はいいかなという感じがするんですよね。 

 個人的には１１月２５日のほうが、講演とかが全部終わっているので、１０月

のほうがちょっと厳しいということはあるんですけれども、それは外しておい

て、今までの視察や何かの経験から言うと、２５日が。 

【大塚委員】  普通に例えば図書館大会で県立図書館なんかの見学なんかも

休館日にやっているところが多いです。そうすると、例えば今だと雑誌のスポン

サー制とか、医療情報のコーナーとかも、本当に好きに写真を撮れるので、外国

なんかも同じで、外国に出張したときは、朝の開館前の時間帯を指定されて、ま

ずここに来て写真を撮ってください、職員の説明はここですみたいにスケジュ

ールを組まれることもよくあるので、視察される側からしても、休館日のほうが

もしかするといいのかなとも思うんです。ということで、私は委員長に賛成です。 

【大串会長】  どうぞ。 

【川井委員】  個人的な事情で言えば、私は１１月２５日は学校の行事と重な

って参加できないんですけれども、もし都合つくつかないが半々であるならば、

今委員長がおっしゃったような理由で１１月にしていただいて構わないと思い
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ます。 

 以上です。 

【大串会長】  ありがとうございます。ほかに。どうぞ。 

【奥村委員】  個人的には、仕事の調整をしないといけないので、どちらにな

ってもこれから調整というところなんですけれども、図書館についての見学と

いうところでは不慣れなので、何度も見学されていて、こういうふうな利点があ

るというところであれば、１１月のほうで賛成かなというふうに、今の川井委員

と同じような意見です。 

【大串会長】  ありがとうございます。ほかにはどうでしょうか。 

 特に反対がなければ、１１月のほうにさせていただこうと思うんですけれど

も、いかがでしょうか。 

 では、１１月２５日ということで、詳細はまたお知らせいただくとして。 

 それで、質問事項とございましたけれども、これは１週間後まで。 

【香川奉仕係長】  １週間後に事務局にメールでいただければと思いますの

で、お願いいたします。 

【大串会長】  なるほど。事務局としては、小平のほうの視察する図書館のこ

ういうところは皆さんに見ていただきたいとか、そういうのはあるの？ 

【香川奉仕係長】  小平市さんですと、地域資料のデジタルアーカイブですと

か、多言語の多読のところに力を入れているコーナーがあったりですとか、結構

幅広くやっているところがあります。特に中央館というところは広さもあるん

ですけれども、いろいろな取組をしています。あと、宅配をボランティアさんを

使ってやっていたりするので、宅配は高齢化社会になって小金井でも取り組み

たい事業なので、ボランティアさんとの協力の仕方だったりとか、そういったと

ころも事務局としては注目しているところがあるので、そこは聞いてみたいな

と思っています。委員の皆様にもぜひともいろいろなことを聞いていただけれ

ばと思います。ホームページを見ると、どういう活動をしているのかというのが

分かりやすく書いてあるので、それは小金井でも参考にしたいなと思っている

ところなんですけれども、一度ホームページをご覧いただき、気になる点があっ

たらその旨、事務局までいただいて、質問をしていこうかなと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 
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【大串会長】  障がいのある子どもさん向けのがあるんですね。あそこは多摩

の図書館の中でも公民館との関係を早くから深く持って、多摩の図書館は公民

館と距離を置くところも結構あるんだけれども、あそこはそうじゃなくて、積極

的に地域的な観光資料とかいろいろなことも関係を持ってやってきた経緯があ

って、そういう意味では非常にいいかなと思うんですけれども。 

 どうぞ。 

【藤森委員】  見学する時間は何時間ぐらいでしょうか。 

【香川奉仕係長】  １１月２５日という日程になりました。先ほど館長も言い

ましたけれども、最初ここに集まっていただいて、図書館協議会を少し開催させ

ていただくとなると、あちらに２時から２時半の間に着いたとしたら、長くても

２時間ぐらいになっちゃうかなとは思います。３時間も多分、なかなか相手方も

あるので、おおよそ２時間程度かなと。午後ならいいよといただいてはいるんで

すけれども、最初こちらに集まっていただいて、ちょっとこちらの話もさせてい

ただいてというところもあって、そうすると、そのぐらいかなと思っています。 

【藤森委員】  図書館って、全体、すごくいろいろなジャンルがありますけれ

ども、２時間ですと、全部は見られませんよね。行く前に、例えば科学物とか、

子供物とか、いろいろなジャンルがあるけれども、集中的にある程度決めていっ

たほうがいいんじゃないかなと思うんです。 

【香川奉仕係長】  まず事前質問をいただくと、おのずと皆さんが気になって

いるところが浮かび上がってくると思うんですね。そうすると、皆さんがまず見

たいなというところをまず集中的に見させてもらうようなことで、先方と調整

したいなと思いますので、そういった意味で、１週間で見たいところ、聞きたい

ことを教えてくださいという趣旨もございますので、ぜひお寄せください。 

【藤森委員】  分かりました。ありがとうございます。 

【大串会長】  ありがとうございます。ほかにございますか。 

 なければ、それでは視察日は１１月２５日ということにさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

 大久保委員、林委員、そういうことになりましたので、よろしくお願いします。

何かございますか。 

【大久保委員】  すみません、１つ確認です。１８日金曜日の協議会を２５日、
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視察の出発前に短めに行うということで、１８日は会合としてはなしというこ

とですね。 

 以上です。 

【内田館長】  視察というところで充てていきますので、１８日が２５日にな

った、それは視察が目的ということになったとお考えいただければと。１８日は

なしです。 

【大久保委員】  分かりました。ありがとうございます。 

【林委員】  林でございますが、その日は授業はありませんが、秋は入試のシ

ーズンでございまして、会議が入る可能性も高く、現状においては業務多忙のた

め出席は難しいという感じですので、出席できるかどうかの回答は控えさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【大串会長】  ありがとうございます。よろしくお願いします。 

【伊東委員】  そういうことですと、私も２５日、授業がありまして、欠席を

させていただきたいと思っています。 

【大串会長】  もうそれはしようがないです。私も大学の教員だったもんです

から、ちょうど忙しい時期に入るんですよね。これからずっと来年の３月まで、

何かと大学教員は拘束がかかるということで、突然かかることもあったりなん

かして、そういうことなので、ぜひひとつよろしくお願いします。 

 ほかにございますか。よろしいですか。 

 それでは、集合時間だとか集合場所とか、めりはりをつけた視察ということで、

後日、事務局からメールで連絡がいただけると思いますので、ひとつよろしくお

願いします。 

 それでは、次の３番目、令和４年度三者合同会議についてということで、議題

にいたしたいと思います。 

 これについて事務局からご説明をお願いいたします。 

【中島庶務係長】  すみません、こちら、小金井市の生涯学習部のほうで、公

民館と生涯学習課、社会教育委員の会議と公民館運営審議会とこちらの図書館

協議会、こちらの三者の合同会議を毎年開かせていただいております。今年度に

つきましては、幹事という形で図書館協議会が主となって実施をしていく年度

となってございます。 
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 事務局からの提案なんですけれども、この１１月は視察という形になります

が、年間予定で２月１０日、図書館協議会の５回目を予定しておりました日に合

わせまして、三者合同会議を開かせていただければ、委員の皆様はお手間が一度

で済むかなと事務局としては思っております。もしご異論、ご意見等なければ、

まずはこの日程で社会教育委員の会議や公民館運営審議会の２つの協議会と調

整をさせていただければと考えております。 

 事前に大串会長には三者合同会議上でのご講演というか、そういったお話を

いただきたいという形でお話もさせていただいておりますので、図書館にちな

んだテーマでの講演、あとは公民館運営審議会の委員さん、社会教育委員の会議

の委員さんとの座談会というか、お話しする時間をお取りするような考えでお

りますが、皆様、ご都合等はいかがでしょうか。 

【大串会長】  まず、日程のことですな。 

【中島庶務係長】  そうですね。２月１０日にちょうど年間の会議開催予定を

入れておりますので、昨年度も２月、３月に開催をしたと伺っておりますので、

ちょうど１年間ぐらい間が空いて、もう一度２月に開かせていただくのはいか

がかなという次第でございます。２月１０日金曜日。 

【大串会長】  だけど、合同会合を例えば１時から３時までやって、その後、

３時から４時ぐらいまで図書館協議会をやるという感じなんですか、イメージ

としては。あるいはその逆なのか。 

【中島庶務係長】  どちらを先にやるかというのはまた調整かなと思ってご

ざいますが、お集まりいただきます時間帯というか日にちを１つにまとめてし

まったほうが、皆様のスケジュール的には複数日を取らずに済むかなというの

が今のところの事務局案でございます。なので、２月１０日の午後のお時間帯で、

こういった形で協議会の時間と三者合同会議という時間を同時に取れるといい

のかなと思ってございます。 

【大串会長】  それと、この２月１０日というのは、今調整とおっしゃったけ

れども、２月１０日に一緒にやっちゃおうということをこちらで決めて、２月１

０日にやりたいとほかの２つの組織に諮って、いや、それは駄目だということに

なった場合とか、そういうのはあるんですか。 

【中島庶務係長】  程度によるかなとは思ってございますが、いずれにしても
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３つの会議体の委員さんを合計しますと、かなりの人数になりますので、全員が

全員、１００％のご参加の日の調整には恐らくならないだろうと思ってござい

ますので、いずれにしても、まず今日、方向性をいただきましたら、生涯学習課

と公民館の両会議体の事務局をやっているところに調整の確認を進めていけれ

ばと思ってございます。 

【大串会長】  分かりました。 

 では、まず皆さんにお諮りするのは、２月１０日で、図書館協議会の日と合同

会議を一緒の日にしていいかという、これですな。 

【中島庶務係長】  はい。 

【大串会長】  ご意見いかがでしょうか。分けたほうがいいというご意見と、

一緒にやろうというか、どうですか。 

【大久保委員】  昨年、図書館協議会で出席していまして、コロナ感染予防の

ため早めに終わろうという雰囲気で、１時間半ぐらいで合同会議が終わったよ

うに記憶しています。場所は市役所の上の広めの会議室でした。ですので、仮に

２月１０日に協議会と三者合同会議をセットで行うのであれば、一番ロスが少

ないのは午後の１時開始で４時ぐらいまでの間で、こちらの都合になるんです

けれども、前半に合同会議をやって、閉会した後に、ちょっと短めになってしま

うかもしれないんですが、協議会をその場所で行うということであれば、約半日

で同じ場所で、私たちの移動も少なくてできるのかなと思いました。 

 以上です。 

【大串会長】  ありがとうございます。どうぞ。 

【奥村委員】  一緒の日にしてもらえると助かりますというぐらいの個人的

な意見です。 

【大串会長】  ありがとうございます。ほかの方いかがでしょうか。 

【川井委員】  私は逆に１０日にまた行事があって参加できないんですけれ

ども、一緒のほうが皆さんの大切な時間を削らなくて済むので、申し訳ありませ

ん、欠席する者がそういう言い方をしていいかどうか分かりませんが、一緒にや

っていただいたほうがいいと思います。 

【大串会長】  ありがとうございます。 

【伊東委員】  私も全く同じで、授業があって出られないんですけれども、皆
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様、１日でやられたほうがよろしいというのはそのとおりだと思います。よろし

くお願いします。 

【林委員】  すみません。よろしいでしょうか。 

【大串会長】  どうぞ。 

【林委員】  申し訳ありません。私もその日、入試の教授会が入っているので

出席できませんが、同じ日のほうが委員の皆様方、ご都合がいいのかなと思いま

す。 

 以上でございます。 

【大串会長】  ありがとうございます。大学の関係の方は、やっぱり２月１０

日とかは……。 

 どうぞ。 

【大塚委員】  質問ですが、こちらもオンライン聴講とかオンライン出席とか

を設定されるんでしょうか。 

【中島庶務係長】  図書館協議会の委員の皆様については、この４月以降、こ

の形で、林委員や大久保委員にオンライン参加いただいている形を取らせてい

ただいています。三者合同会議については、ほかの２つの協議会の委員さんも関

係するので、まだ未調整ではあるんですけれども、機器自体の確保が取れれば、

この状況の環境は整えられると思ってございます。本当に嫌ですよね、お金がな

い小金井市でこの大型集音スピーカーが１台しかないんですよ。なので、これを

いろいろな部署で予約をして取り合っている関係で、日程が決まったところが、

きちんとこういう機器の空きも確保できればご用意できるという形で、現時点

のお答えとさせていただきます。なるだけ調整して、こういう環境が整えられる

ようにしたいと思っています。 

【大串会長】  分かりました。ありがとうございます。 

 どうぞ。 

【藤森委員】  図書館協議会として、これから先、みんなで話し合って何かを

決めていくという大きな問題があるのかどうかということが１つ私は気になり

まして、というのは、小平の視察のときも、先にちょこっとだけ協議会をやる、

それから、三者合同のときも後にちょこっとやる。そうすると、図書館協議会と

しての何か問題を解決するための会議というものがすごく削られると思うんで
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すよね。ただでさえ図書館協議会は、１年間に開かれる回数がほかの三者のとこ

ろと比べても少ないので、大きな問題とかが控えていないんでしたらば大丈夫

かなということがちょっと気になりました。 

【内田館長】  先ほどのスケジュールでも１時から４時で、１時間半だとすれ

ば２時半とか、２時間ぐらいは第５回の協議会の時間を取れるのかなと思いま

すので、それであれば通常の協議会と同じ時間になりますので、同日でやっても

さほど影響はないのかなと考えております。 

【藤森委員】  ありがとうございました。 

【大串会長】  ありがとうございました。 

 どうぞ。 

【奥村委員】  大学とかの状況は分からないんですけれども、２月１０日をず

らせばいいという感じか、それともその時期がやっぱり忙しいという形。参加が

できないというところが、日をずらせばいいような感じなのか、その時期という

ところだったら、もうそれは仕方ないかなと思うんですけれども、どんな感じな

んでしょうか。ずらすことは可能だったりとか、その時期はというところなのか

が、参加できる日がもしあったりして……。 

【大串会長】  いや、大学の先生方は、要するに、卒業査定があって、その後

ぐらいがそれなんだよね。そうすると、海外に行く子供たちに電話をかけたりい

ろいろして、３月まで長引くんだよね。だから、大学の先生方は、今お二人がお

っしゃっていただいた状況はそれほど変わらないと思います。 

【奥村委員】  分かりました。すみません。 

【大串会長】  だから、大学の先生方には申し訳ないんですけれども、この時

期本当に忙しいんですよ。多分、３月中旬ぐらいまではかかるんですよ。突然の

問題がいろいろ発生するときもありますし、私もその経験からそういうふうに

思うので、その辺はちょっとあれなので、それは置いて考えていただいてもよろ

しいかと思います。大学の先生には申し訳ないんですけれども。 

【奥村委員】  分かりました。 

【大串会長】  そういうことで、状況を見ながら事務局でご判断いただいて。 

【諏訪委員】  ちょっといいですか。 

【大串会長】  どうぞ。 
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【諏訪委員】  三者合同会議でオンラインと言われているんですけれども、私

の記憶では、グループディスカッションみたいにグループに分けて、たしか前回

だと５つぐらいに分けてやるといったときに、オンラインでうまくいきますで

しょうか。 要するに１つのこういう会場であれば、つないで問題ないんですけ

れども、例えば５つグループがあって、それぞれにオンラインの方が参加すると

なると、素人考えですけれども、物理的に可能なのかなという疑問なんです。 

【中島庶務係長】  それも含めて調整かなと思っています。 

【諏訪委員】  そうですね。ちょっとご検討いただいたほうが、回線が１本で

つないでいるとすると、ちょっと難しいんじゃないかなという。 

【中島庶務係長】  なので、基本的に同じようなやり方を取れば、グループに

分かれて個別の小グループでのお話合いをしたいという形を次の会で取るとし

たら、回線は恐らく足りなくなるので、合同の部分についてはオンラインの対応

ができる、そういった個別のグループについては、申し訳ございませんができな

いという形になるかなと思っています。そもそも全体の合同のところも、今お話

しいただいたものですから、次の三者合同会議のやり方を社会教育委員の会議

のほうや公運審のほうと調整するときに、そもそもこれは対応できる委員が少

ないからあまりやらないでほしいという意見が出るかもしれないですし、そこ

はまだ未調整です。なので、いただいたご意見、小さいグループのところは難し

いんじゃないかというのは事務局もそういうふうに思ってございますので、調

整の中で話を進めていければと思います。 

【諏訪委員】  分かりました。 

【大久保委員】  今、書き込みしたんですけれども、長い目で見ると、将来性

があるのでチャレンジするきっかけに、コロナ前、ウイズコロナという中での取

組ともう少し幅広く捉えて、機器とオンライン会議に詳しい方がいるかどうか

もですが、そういうところを開拓していくためにも、ここで問題提起も含めて、

こういう意見が今回の三者合同会議の持ち方について意見が出ていますよとい

うことは大事なところかなと思います。 

 自分の活動しているところでも、オンライン同士での話ですけれども、ファシ

リテーターとなる詳しい方がいらしたりして、ブレイクアウトルームといって、

例えば３０人いたらそれを５人に分けてグループをつくって、１５分したらま
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た元に戻るみたいな、そういういろいろな機能があるので、オンライン上でもあ

る程度グループの意見交換ができたりもします。ただ、会場にいる方とオンライ

ンの人が交わるというのは難しいところもあるのかなと思うんですが、講演の

ところだけオンラインで聞いていただくとか、いろいろな形があるかと思うの

で、ぜひ社会教育委員の会議ですとか公運審の方とも意見交換をしていただけ

れば、お互いに同じようなことを思っていることもあるかもしれないので、より

いい準備になるのではないかなと思います。どうぞご無理のないようによろし

くお願いします。 

 以上です。 

【大串会長】  貴重なご意見、ありがとうございました。 

【高橋委員】  よろしいですか。 

【大串会長】  どうぞ。 

【高橋委員】  多分、三者合同は第二庁舎の８階になりそうですよね、場所と

しては。 

【中島庶務係長】  日程等をどうするかによりますけれども、あそこの会議室

が１か所しかないので、もしそこが難しいようだったら、次に広い会場は実はこ

っちの集会室のほうが広かったりするので、もしかしたらここを使うかもしれ

ないです。入る人数とかによっては、第二庁舎の８階の８０１会議室じゃないと

ころを確保するかもしれないです。 

【高橋委員】  第二庁舎の８階で会議をしたときに私いたんですけれども、な

かなか通信がつながらなくて、会議がすごく止まってしまったというか、始まら

なかったことがあるんですね。 

【中島庶務係長】  それは別の会議体ですか。 

【高橋委員】  別の会議体です。それで、結局、オンラインがつながらないこ

とによって会議ができなくて、みんな待っているという状態になってしまった

ので、そこはちゃんとできるように準備をしてからやるとか、難しいようでした

ら、残念ですがオンラインは諦めるとか、それによって時間延長がとても私は気

になっています。 

 それともう一つ、班の会議のとき、私も前回出たんですけれども、ほかのグル

ープの人の声が騒がしくて、自分のグループの中の話し合いが聞こえなかった
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んですね。マスクもしていますし。せっかくいいグループで話合いをしたかった

んですけれども、なかなか聞こえづらいという残念な状態がありましたので、そ

ちらのほうも、もしグループ討議をするならば、改善していただければありがた

いかなと思います。 

 以上です。 

【大串会長】  ありがとうございました。 

【大久保委員】  今のご意見を聞いて私も思い出したんですけれども、去年参

加していたときに、確かに声が聞こえなかったですね。多分、時間的には２０分

ぐらいのグループでの意見交換みたいな形で、最後にまとめを発表しておしま

いということだったので、軽く意見交換ができればオーケーなのかなとは思う

んですが、それにしても、やはり騒がしかったなというのはあります。 

 例えば宮地楽器ホールの小ホールですとか、違う会場でやるという可能性は

ないんでしょうか。 

 以上です。 

【大串会長】  ありがとうございます。それはちょっと調整するというか、い

ろいろ勘案していただいて、できるだけいい環境で開けるようにするというこ

とですね。 

 どうぞ。 

【藤森委員】  図書館の貫井北分室で大勢で会議というか、講演とかそういう

のをやるときも、ネット環境はすごくいいです。場所も広いので、図書館の中の

１つですので、日にちが合うかどうか分かりませんけれども、貫井北も使えるか

なと思います。 

【大串会長】  なるほど。その辺も勘案していただいて。 

 ほかにいかがでしょうか。特になければ、いろいろ事務局にこれから考えてい

ただくということで、日程は取りあえず２月１０日ということで、図書館協議会

もその日に決定するという、そこはそこまでということで、それ以外のことはこ

れから調整をしていただくと。それから、会議の進め方とか、場所ですとか、通

信環境とか、その辺もいろいろ勘案していただいて検討していただくというこ

とでいきたいと思いますけれども、よろしゅうございましょうか。 

 それでは、その次に進みたいと思いますけれども、４番目の小金井市立図書館
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基本計画の進捗管理についてに進みたいと思います。 

 まず、図書館からこれについて、ご説明をお願いしたいと思います。 

【香川奉仕係長】  図書館基本計画の進捗管理につきましては、こちらの基本

計画の第５章で触れさせていただいているものになります。毎年度事業の評価

ということになりまして、毎年行っていければなと思っております。 

 一次評価としまして、図書館が行います。その評価を踏まえて、二次評価とし

て図書館協議会の委員の皆さんに評価していただければと思っております。こ

ちらの基本計画は令和４年から令和８年までの期間ですので、基本計画上の進

行管理としまして評価するのは、令和５年に入ってからということになります。

ですので、今年度中に評価のフォーマットですとか、参考となる指標等は固めて

いく必要がございます。ですので、今回、皆さんに資料としてお配りしたのは、

小金井市の図書館、令和３年度版、これを基礎資料としまして、令和３年度事業

を４つの基本方針に落とし込んで評価をしてみました。各方針の施策ごとに、ま

ず、事業の結果を羅列しております。それらの事業をまとめて、方針ごとの成果

というのをまた列挙しております。 

 本当だったら、事業を行った結果、生じた変化とかがあれば、いわゆる成果と

して書かせていただきたいんですけれども、ただ、そうそう１回やっただけでは、

何か目に見えて変化が起こるというのはなかなか難しいかなというところもあ

るので、今回評価として書かせていただいたのは、特にこれに力を入れたよとい

うような事業ですとか特徴的な事柄を振り返っています。ですので、事業の結果

と基本方針に対する成果というのは、重複して書いてあるところも一部ござい

ます。 

 貸出冊数ですとか、単に数字を追いかけるような定量的な評価から定性的な

評価を行いたいなと思っています。ただ、各方針ごとに評価するに当たって参考

になるかなというような指標も一応、令和３年と令和２年で書かせていただい

ております。 

 事業を振り返らせてただいて、一次評価を実施しているところなんですけれ

ども、一次評価のところは、特に次年度こういったところを取り組みたいなです

とか、次年度以降もここは研究していくというところも含めて、図書館の一次評

価ということで評価させていただいております。 
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 委員の皆様には、めくっていただいて一番下の二次評価のところにご意見を

いただければと思っておりますので、この情報量で足りるのか否かですとか、ま

た、この評価は公表していく予定になっているので、なるべく見やすいようにコ

ンパクトに作っているところです。ですので、シートの見せ方とかも含めてご意

見があればいただいて、皆様からのご意見を集約して、年内の協議会までには完

成させたいなと考えております。 

 今回は、まずこういうフォーマットを作りました。私たちが当て込んでみまし

た。ちょっと見ていただいて、皆さんが評価しやすいような流れ、情報量という

ところをご意見いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

【大串会長】  ありがとうございました。それでは、今のご説明に基づいて皆

さんのご意見をいただきたいと思うんですけれども、いかがでございましょう

か。事前に送っていただいたので、それなりに見てはいるんですけれども、ただ、

今のような２つのフォーマットとおっしゃいましたけれども、この作ったもの

をこんな感じでどうかというのと、基本方針の指標のところ、それぞれのところ

で基本方針の指標とありますけれども、その指標をつくっていくプロセスを入

れてみたと。これでいいのかというところが１つあるということでございまし

た。 

 それ以外に質問もいろいろあるんじゃないかと思いますけれども、特に個別

にこの項目ということではなくて、皆さんが気がついた点を言っていただくの

が一番いいと思うので、どうでございましょうか。 

 結局、我々に課せられる課題というのは二次評価をするということになるん

ですけれども、どうでしょうね。見ていただいて。 

【伊東委員】  では、よろしいですか。 

【大串会長】  どうぞ。 

【伊東委員】  ご説明ありがとうございます。図書館協議会のほうで二次評価

をするということは、一次評価をするのはそれぞれの所管課とか所管部門が一

次評価をするということですよね。その一次評価がどういう結果で表れてくる

のかはよく分からないんですけれども、本来、二次評価というのは、所管課ある

いは所管部署が一次評価した結果が適切であったかどうかを二次評価者が見て
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いくということになるので、まず、一次評価というものがどういう指標といいま

すか、例えばＡＢＣで出てくるのかとか、評価基準といいますか、そういうよう

なものは、今、傾向で矢印で横とか下とか上とかで出ているんで、これが評価な

のか、それともここに事業の結果として、例えば本館・別館エレベーター修繕と

いうのが評価をしたことなのか、それがよく分からないんですけれども、それを

どう見たらいいのかということを教えていただきたいです。 

【香川奉仕係長】  事業の結果、一体何をしてきたのかというのが１枚目の事

業の結果、各施策ごとに書いているものが行った結果で、裏面の各方針に対する

成果というのが、結果に対して特にこういった点を頑張りましたですとか、こう

いった変化がありましたというところをここで表しています。この下の指標に

関しては、ＡＢＣとかですと、一定の水準の目標値があって、それに対して達成

したかしてないかというようなＡＢＣ評価になると思うんですけれども、今回

ここはあくまでも評価指標の参考値になるので、前年と比べて上がったのか下

がったのかというようなところで見るので、矢印の方向で記載させていただい

ています。 

 最後、図書館側の一次評価としては、今年度の結果を踏まえて、来年度はこれ

をするとか、次につながるものであれば、次にはこれをやるという書き方ができ

ますし、次年度すぐには取り組めないけれども、ここは常に考えていく、研究し

ていくというものを書かせていただいているところです。 

 ですので、特に次に向けて図書館の方向性ですとか、特に図書館としてはここ

に注目して頑張ったというような、基本方針に対する成果または一次評価とい

うところに特に注目していただいて、二次評価としましては、どちらかというと、

今まで方針ごとに図書館が行ったことに対する評価、感想でもいいんですけれ

ども、そういったところをご記載いただければと思います。ここはよかったけれ

ども、ここはもっと頑張ったらですとか、そういったところでもいいのかなとは

思っています。そういった形で二次評価していただければなと思うので、ＡＢＣ

評価で一次評価でＣ評価を下したからもうちょっと頑張れよというようなこと

が今まではあったと思うんですけれども、今回は定性的な評価をメインに行っ

ていければなと思っていますので、このような文字というか、ＡＢＣでない評価

の仕方になっておりますので、その辺をご勘案していただければなと思ってお



 -19- 

ります。 

 以上です。 

【伊東委員】  大体やり方は分かったんですけれども、そうなると、二次評価

という言葉自体があまり評価っぽくないのかなという気がします。そもそも評

価というのは、目標があって、その目標に対して達成がどのぐらいできたかとい

うことがそれぞれ示されて、それに対して自己評価をしたときに、指標を明示し、

どれだけの段階まで行ったのかというものがあって、その自己評価した結果が

適切かどうかを二次評価者がするという形が普通の評価システムだと思います

ので、一次評価の仕方がこういうようなやり方でやるのであれば、二次評価とい

うよりは、図書館協議会によるコメントとか、そういうようなレベルのものなの

かなという感じはしました。あまりにも評価というと、かなりストリクトな感じ

がするんですけれども、そういうものではないのではないかなという感じがし

ましたので、ある意味ではやりやすいというか、思ったことを書けばいいのかな

と思いました。 

 以上です。 

【大串会長】  ありがとうございました。 

 どうぞ。 

【大塚委員】  これは初年度なので、こういう流れで組み立てていただいたと

思うんですが、普通、基本計画があると、各年度ごとに実施計画を立てると思う

んですね。例えばイベントにしても、本館ではこういうおはなし会を年間何回予

定します、貫井北は今回で、結果として予定したものがどのぐらい達成されたか

という実数が出てきて、それで基本計画と照らし合わせて、このくらい進捗した

という組立てになるのかなと思うんですけれども、単年度ごとに、図書館の中で、

例えば何回かお話に出てきたデジタル化なんかも、私たちから見ると、唐突に、

もう既に始まっちゃっているみたいなところがあるので、普通、役所の仕事の仕

方としては、１年間にこういうものをやりましょうという組立てをまずおつく

りになると思うので、それは内部で、図書館の事務のほうでお持ちなのかもしれ

ないんですけれども、そこのところをまず、こういう計画をして、そのうちこれ

をどのぐらいこういうふうにしたという形でお見せいただけると、私たちは評

価というか、考えやすいのではないかなと思います。 
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 これは意見なんですけれども。 

【大串会長】  ありがとうございます。ほかの方いかがでしょうか。 

【大久保委員】  今のお二方の意見と流れが同じなんですけれども、まず、今

回読ませていただいて、ちょっとはてなという感じで、私の読み取り能力があれ

なのかなと思ったんですけれども、皆さんも読むのが難しいなと思っているよ

うな書面になっていたのかなというのが少し分かったんですけれども、図書館

計画は５年間ということで、恐らく年度ごとに策定している事業計画というの

があるのではないかと思うんですよね。５年のうち、今年度はこれで、来年はと

大枠があって、それについて令和３年度の分を今回は評価すると。その評価した

結果、次年度の事業計画をよりよいものにするという目的がまずここに書かれ

ていないなということで、５年間のうちの今年の分を評価して、次年度の計画を

よりよいものにするためにこれをやっているんですということがまず伝わって

こなかったです。 

 こちらに書かれているものが実施の結果という形で書かれているんですけれ

ども、それはすごく丁寧に書かれていて、先ほどの黄色い「小金井市の図書館」

もいつもきちんと作っていただいてとてもありがたいんですけれども、最後に

今後の方向性という形で、例えばこの事業は継続するとか、こういうことを新し

く始めるとか、この事業は今年でやって終了したので終了するとか、何か締まら

ない感じになって、せっかく一生懸命やってきたのに、この書きぶりだと伝わら

ないかなというところがありました。 

 計画なので、次年度に向けて今後の方向性がどうなのかというところを分か

るような言葉で表したらいかがでしょうか。 

 以上です。 

【大串会長】  ありがとうございました。 

 こういう話を続けていると際限なくなるんですけれども、会長として、今まで

の皆さんのお話を聞いて思うんですけれども、評価の方法論というのがまず大

事です。だから、基本計画をつくって、それに対してどういう方法でそれを評価

するのかということを私どもに目に見える形で示していただかないと、なかな

か話が前に進まないと思うんですよね。 

 それで、今ご意見が出たのは、例えば基本方針というのがあって、年度ごとの
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方針というのがあって、それに対して年度ごとの重点計画みたいなのがあって、

こういうことをやりますよというのがあって、そこのところでこれだけやりま

したというのがあって、それに対して評価をすると。できた、できないとか、よ

くやったとかいろいろ評価があって、そういうのを我々が全体を見て、もっとこ

ういうこともあるんじゃないかとか、ああいうこともあるんじゃないかとか、い

ろいろ含めて二次評価をするという流れになるんじゃないかという感じがする

んですけれども、そういう評価の方法を目に見える形で、こういうふうな段取り

と枠組みとこういうことで評価をしていきたいというのがあって、それで今回

こういうようなフォーマットを作って、こういう指標をつくってみたんだけど

どうかということを言われると、なるほどということになるけれども、今のご説

明だと、その辺が見えないよというのが各委員から出されたご意見じゃないか

なと思うんですね。 

 ですから、今年は、今、事務局として考えている一つの考え方として、こうい

うふうに考えてみたんだけれども、どうでしょうかというのが今回のお話で、な

るほど、そうかということで、今、いろいろ皆さんに言っていただいたことがあ

りましたので、それはそれで、つくっていただいたことはいいことだし、それか

ら、こういうふうに指標なんかも考えてくれて、二次評価をしていただいたこと

も、一つの試行としていいと思うんです。 

 ですから、今、私ども委員からいろいろ出たご意見をそしゃくしていただいて、

また考えていただいて、次回になるか来年になるかは分からないですけれども、

考えた結果を見せていただくというふうにしたほうが、話が生産的に進むと思

うんです。 

 ですから、その点はどうでしょう、奉仕係長。 

【香川奉仕係長】  年次計画のお話、いろいろご指摘どおりかなと思っており

ます。内部的には５年間でいつもやっている、例えばおはなし会だったりとかは、

回数を増やせばいいのか、適正な数字はどうなのかとか、あとは職員とかボラン

ティアさんの都合もあるので、そこは回数的な目標値はなかなか設定しづらい

ところがあるんですけれども、ただ、こういったところは、ここからまず研究を

始めようですとか、これは継続してみようとか、ここで一旦見直しをしてみよう

かというようなアウトラインというか、青写真を一応持ってはいるんですね。さ
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すがに方向性だったりとかはあるのですけれども、数字目標的なのは、なかなか

出しづらいところがあるのですが、どこまで見やすくコンパクトにするのかと

いうところが一つポイントかなと思ってはいるので、今日いただいたご意見を

参考に、長過ぎず、コンパクトだけれども、数字的に押さえられるところは押さ

えていきたい。数字が押さえられないんだったら、こういう方向性で考えていま

すとか、そういったところが表現できればなと思っています。 

【大串会長】  それと、我々図書館協議会の委員としては、そういう枠組みな

んだけれども、日常的に活動を見ていると、もっとこういう視点もあるんじゃな

いかとか、こういう考え方も入ってくるんじゃないかとか、そういうこともある

と思うんです。図書館協議会は住民の意見を反映する場ということであるから、

必ずしも枠組みにはまらないものも出てくると思うんですよね。だから、そうい

うことも踏まえて二次評価をしていくという、こういうことになると思うんで

す。 

 例えば、ふさわしい事例かどうか分からないですけれども、読書についての講

演をするときに、小さな子どもさんがいる方にも入っていただきたいというこ

とであれば、保育士さんを頼んで、子ども、赤ちゃんだとかを見る人をちゃんと

つけて会場を設営するとか、そういうこともあるわけだよね。そのときに騒いだ

らどうするんだと、それは話す人に了解を取っておく、会場内で騒いでもいいん

だという了解を取ってやるとか、そういうことも住民の側から見ると、意見とし

てあると思うんですよね。 

 図書館協議会の委員の中にも、そうやって日常的に見ていた場合、これについ

てはこういうこともあるんだよということがあるので、そういうことも含めて

二次評価というのはあると思うんですけれども、いずれにしろ、またご検討いた

だきたいなと。 

 どうぞ。 

【奥村委員】  いろいろと思ったところで発言させていただくんですけれど

も、例えば基本方針１のページで見ていったときに、最初に計画のところが入っ

ていたら印象が変わるかなと思っていて、例えばエレベーターの修繕というの

も、事前にしますというふうにやっていたのか、壊れて緊急にやらざるを得なく

なったのかというところが、これだと分からないので、計画に沿ってＬＥＤを検
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討したのかどうかというところが分かるようにすると、多分、計画というのがは

っきり見えてきて、それでこういうふうにやったんだというところが見えるの

で、計画を入れるといいのかなというのが１点。 

 ２つ目としては、表と裏がどのようにつながっているかというのが見えにく

いところがあるのかなと。２枚目に行くと、一番上にＬＥＤ化の見積りをしたと

いう検討があるんですけれども、それが前のページのどことつながっているん

だろうと。例えば、施策１の２からつながっていますみたいな感じで書いてある

と、こういうふうなことをやったからここにつながっているんだと、基本方針に

対する成果、アウトカムというところにつながっているんだなというところが

分かる。 

 さらに、その下の一次評価のところもどことつながっているのかがはっきり

すると、多分、ＬＥＤ関係ですよね、付帯設備は計画的に進めていくというとこ

ろが全部つながっていて、計画があって、そこから全部、ここは１の１というつ

ながりで最後まで、一次評価まで来ると、こういうふうにやって、次のところを

目指しているんだなと分かるので、その流れというのが分かるようにしてもら

えると見やすいかなというところです。 

 あと、一次評価のところで、だんだんと抽象化していくので、例えば「計画的

に進めていく」、「検討する」、「内部で準備を進める」と言われたときに、駄目と

は言えないけれども、どこまで進んだのか分からないので、そこは結構、書く側

としては難しいとは思うのですけれども、もうちょっと具体的にしてもらえる

といいのかなと思っています。 

 というのも、今年検討すると言われて、来年度検討しないというわけじゃない

だろうと思うんですけれども、検討すると書かれただけだと、どこが進んで、ど

こが進んでいないのかが分からないので、こういうふうに方面を検討する、個数

を増やすというところで書かれると、それは賛成ですとは言えるんですけれど

も、検討すると言われると、賛成か反対かこちらも言いにくいので、検討しない

でとは、なかなかきっと、ないですし、内部での準備も、それこそ長くなってし

まうからと分かるんですけれども、評価できるようなところでの書き方で、もう

ちょっと具体的なほうが評価できるのかなと思います。 

 個人的には、表のほうは具体的なところが増えていき、以前の数字だけでの評
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価ではなくて図書館でやっている具体的なところが見えるので、表のほうは、計

画があればというところはあるんですけれども、やっている内容がすごい分か

っていいなと思っております。 

 気になったんですけれども、市民登録者数は、例えばほかから小金井市で登録

して、またほかの市に去っていったときは、その登録というのは、更新がなかっ

たら自動的に切れたりとかはないでしょうか。  

【香川奉仕係長】  住民基本台帳と連動しているわけじゃなくて、単独のもの

なので、今月、小金井に来てくれました、半年後、別の市に行きました、だった

としても、うちの登録は４年間有効なので、市民が言い出してくれないと、４年

間は私たちも、そこに住んでいますかということを聞かないので、自動的に落ち

ることはないです。だから、有効な図書カードを持っている市民としての枠の人

数ということです。そういう点では、実数ではない。 

【奥村委員】  そうすると、例えば前年度より５増えたけれども、有効が切れ

た方が１０減って、１５増えたかもしれないし、切れていないままで５増えたか

もしれないしというと、本当は１００減って１００増えたら、実際には１００増

えたと思うけれども、見た目の数でいったらプラマイゼロですというふうにな

ってしまうのかなと思うので、もし、有効が切れたものを減らしてカウントして

いるんだったら、増加分みたいな……。 

【香川奉仕係長】  あくまで有効数では見ています。だから、本当に市内在住

か否かというところまでは追いかけられないんですけれども、システム上、市内

在住です。 

【奥村委員】  期限が切れたものを除いたりというのは。 

【香川奉仕係長】  それは除く感じです。 

【奥村委員】  そうすると、例えば令和２年と令和３年で１３７とか増えてい

るじゃないですか。でも、切れた分は減ったけれども、１３７は増えているとい

うふうな。 

【香川奉仕係長】  全然使ってなくて切れちゃいましたと、だから、有効登録

者は落ちるんだけれども、もう１回使いたいとなると増えちゃう。要は、人口が

増えて減ってというような人口の流れには相関関係をあまり見いだせないんで

すけれども、あくまで有効数で見ています。 
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【奥村委員】  ちょっと難しいんですね。 

【香川奉仕係長】  難しいです。 

【奥村委員】  分かりました。ありがとうございます。以上です。 

【大串会長】  はい。どうもありがとうございます。 

【林委員】  何点か気になる点があります。まず、３ページ目、例えば令和３

年度図書館評価シート、基本方針１、誰もが利用しやすい図書館の、例えば施策

３のＩＣＴを活用した図書館サービスの充実の令和３年度の結果のところで、

ＩＣタグの導入の研究と書いてあるのですが、裏のページを拝見しても、見積り

などを事前検討したというのはありますけれども、研究に対して見積りの事前

検討では違うと思いますし、ほかの委員の方も言われているのですが、研究とい

う言葉に対応するものがないという気がいたします。 

 それから、その裏のところで、例えば市民登録率を見たときにも、何で比較す

るのがいいか分かりませんけれども、税収とか住民数とか、あるいは蔵書冊数と

か、非常に類似した他の自治体と比較してどうなのかが必要で、小金井市さんの

中だけでの上がった下がっただけを見ても、評価としてどうなのかなと思いま

す。 

 また、同じ一次評価のところに、自治体のいわゆるＤＸ推進との相乗効果を念

頭に置きと書いてあるのですが、自治体のＤＸ推進は具体的に何なのかという

のもあります。 

 また、最後のページで、貸出回転率とか蔵書回転率という言葉が入っています

が、例えば蔵書回転率にしても、委員の皆様方はご承知でいらっしゃると思いま

すが、これを市民の人が見たときに、貸出延べ冊数を蔵書冊数で割ったものだと

いうことを、どこかに説明を書いてあげなければ、市民の皆様には分からないと

思います。その辺りが気になったので、ご検討いただければと思います。 

 以上でございます。 

【大串会長】  ありがとうございました。 

【高橋委員】  この評価シートは、ぎゅっとまとまっているのですけれども、

各館とか分室ごとの動きみたいなのがちょっと見えにくい。ヤングアダルトな

んかをよく見ると、やっているのは貫井北分室だけみたいな。展示の実施なんて

いうのは、全館計２０回みたいな、どどっとまとめて、みんなもやっているよみ
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たいな感じになっているのですけれども、もう少し各館の動きというか、各館が

目標に向かってどれだけやっているか、その評価がどうかというものも見たい

かなという気が私はしました。 

【大串会長】  ありがとうございます。どうぞ。 

【大塚委員】  私も同じことが気になって、特にこのヤングアダルトの項目が

物すごく気になってしまったのですけれども、例えばヤングアダルト向けイベ

ントの実施が貫井北で１回、８人参加なのですが、一番最後の広報誌の発行、貫

井北分室、これは貫井北だけを対象にした広報誌なんですか。全館で配るんです

か。 

 イベントの実施数なんかに比べると、１万１,８００部という広報誌の印刷数

がすごく多いような気がして、ヤングアダルトの項目全体のバランスがよくな

いので、別の出し方を考えたほうがいいんじゃないかなという印象を持ってし

まったのですけれども。何かもうちょっと工夫をしていただいたほうがいいの

か、あるいは、例えばヤングアダルト向けのサービスについては、貫井北分室が

実施館になりますとか、方針としてそういうことが出ていれば、何となく読む人

も納得しやすいと思うのですけれども。 

 そういう各分室と本館の、分担とまでは言えないけれども、それぞれの重点的

に動くもの、内容というのは、まず説明されていないと分かりにくく、この数だ

け出てしまうと、ちょっと奇異に感じるのではないかなと思いました。 

【大串会長】  なるほど。ちょっと待ってください。この令和３年度の事業の

結果という部分は、これは要するに事実を……。 

【香川奉仕係長】  事実です。 

【大串会長】  事実をそのまま書いたんじゃないの。 

【香川奉仕係長】  こちらは、小金井の図書館をもとに事実をまず列挙してい

ます。ですので、特にＹＡのところに関しては、ＹＡサポーターを持っているの

が貫井北ですので、おのずとＹＡのイベントだったりとかは貫井北に寄ってき

てしまって、ＹＡ向けの広報誌に関しても、発行は貫井北なんですけれども、配

る館としては全館に配っているので、確かに見え方が、貫井北だけしか配らない

のという見え方になってしまっているので、ご指摘の点はそのとおりかなと思

っています。 
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 今回、４つの方針に無理やりこれを当て込んだので、ちょっとふわっとしてい

るところもある。また、方針１とサービス部門の方針では熱量が若干違ってくる

ので、そこはご容赦いただければと思うのです。事実の列挙をしたのが、基本的

な方針の１枚目の、表面です。 

【大串会長】  だから、我々としては、事実が事実として書かれているわけだ

から、それはそれで評価のところでは、例えば貫井北分室しかヤングアダルトは

やっていないとか、そういうことが逆にあるいは評価になるか、だから、ヤング

アダルトは全館でやったほうがいいんじゃないかとか。ただ、ヤングアダルトの

今の取組を伺って、僕も大学で教えていたときに、教え子たちが近くの図書館の

ボランティアをやっていて、子どもが研究会のテーマで、そうすると、そこの館

だけ異様にヤングアダルトが充実しているんだよね。それは、そういうふうなも

の、学生グループがボランティアで来ていたから、そういうふうになったんだけ

れども、結局、図書館全体として見ると、今度は、僕、評価の委員になったので、

そういうことを全館に広げてほしいというのが評価委員のコメントになるわけ

じゃない。 

 そうすると、館のほうとしても、当然、館全体の管理者としても、その図書館

の協議会の委員がそう言っていたから、ヤングアダルトサービスは、それなら全

館に広げようと、こういう話になるわけですね。 

 だから、評価の仕方というのは、おっしゃるようにあれなんだけれども、事実

は事実として出していただいて、我々がそれをどう受け止めて、また、それをど

う評価して、それで図書館全体をどうよくしていくのかという、こういう話にな

ってくるわけだから、その辺は書き方として、弁解がましくなることはしないで、

事実は事実として書いておいたほうがいいんじゃないかと。 

 まあ、それは最初の、今までいろいろとご意見をいただいたことを、私の頭の

中でいろいろと整理すると、何というのですか、資料としてつくって、それをま

とめていく過程もあるから、資料としてつくる最初の原本みたいなのが、えらい

膨大な模造紙、Ａ３のもの３枚か４枚にしてくれないかと、こういう感じにもな

るんだけれども、いずれにしても、事務局のほうでいろいろご検討いただいて、

我々の意見ももう少し参考にしながら、次のステップに進んでいただくと考え

ていただくのがいいんじゃないかと思います。 
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 ということで、ちょっと時間を取らせていただいたのですけれども、今、最初

に事務局からお話しいただいたフォーマットをつくってみたと、それで、それに

指標を当て込んでみた、これについてどうですかという話でしたから、これに対

して我々もいろいろと意見が出てよかったなと思うんですけれども、今日はお

互いの精神的なものもあるので。どうですか、このぐらいにしておいたほうがい

いんじゃないかと、特に意見がなければこの辺でおしまいにしたいと思います

けれども、よろしゅうございましょうか。 

 次に、その他を議題にしたいと思います。 

 館長から、その他についてご説明をお願いします。 

【内田館長】  前回お話をしていただきました、協定市を除く利用者登録の見

直しについてなんですが、その後の進捗をご報告だけさせておいていただこう

と思います。 

当初、８月２３日の教育委員会、それから、９月１２日の議会の報告後に広報、

周知を図りまして、新規利用登録並びに登録更新、これを停止、その後、貸出し

も停止というスケジュールを立てさせていただいておりました。 

 既に教育委員会への報告は済ませたのですが、実は９月１２日の議会への報

告が議会の議事日程の都合上、延期になってしまいまして、今、９月２２日に報

告する予定となっております。現在、まだ市議会への報告が済んでいない状況と

なっております。 

 報告が済み次第、予定どおり広報、周知も図っていきたいと考えておりますが、

前回の協議会の中で、皆様のほうから早めの実施をというご意見も多々いただ

いたと認識しておりますので、新規利用登録の停止に関しましては、例規改正も

それに合わせてやっているところもありますので、事務手続終了後、こちらに関

しては正副会長にご確認いただいた上で、新規登録を施行日から実施させてい

ただこうかなと考えております。 

 利用者登録以外のところでも皆様からご意見をいただいたと認識しておりま

すので、こちらについては、今現在、事務局内で検討を進めております。こちら

も正副会長にご相談させていただきながら進めさせていただこうと考えており

ますので、またよろしくお願いしたいと思います。 

 引き続き大久保委員のほうから、実はこの間、ご提案というか、お問合せがあ
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ったのですが、まず、児童生徒の職場体験というところで、図書館訪問というこ

とで、図書館のほうから各中学校に発信する、そういう流れはあるのかという問

合せがございましたので、お答えさせていただきますが、図書館では、毎年度初

めに市内の小中学校１４校宛に図書館サービスの案内文書を送っております。

その中に学校訪問、図書館訪問、あるいは見学受入れ、こういったものを発信さ

せていただいておりますので、一応、ツールとしてはあるというところでお答え

させていただきます。 

 今現在、職場訪問だけではなくて、職場体験に関しましても再開しております

ので、こちらも各学校からお問合せいただければなと思っております。 

 引き続きまして、これも大久保委員のほうから、これはご提案になっておりま

すが、各分室長の協議会への参加というところで、年に数回、各分室にも協議会

に参加していただいて、各館の取組状況の報告、それから、協議会での審議を聞

いていただくことについて、ご提案をいただいております。 

 ご提案については、私ども受け止めましたので、今後、関連議題のあるときで

すとか、年次報告など、これは日程の調整が必要になってきますが、参加させて

いただくよう、調整していきたいと思っております。 

 以上になります。 

【大串会長】  ありがとうございます。 

 まず、大久保委員、今の説明でよろしゅうございましょうか。 

【大久保委員】  メールで送って、今日こちらでご回答いただけるとは知らな

かったので、ご回答くださりありがとうございました。 

 最初の児童生徒の件については、毎年、年度初めに文書で市内小学校９校、中

学校５校、そちらのほうに図書館から送ってくださっているということで、それ

を各校の行事予定に組むかどうかは、その学校次第ということになると思いま

す。 

 例えば身近な例でいうと、去年、子供が中学校２年だったので、２年生は職場

体験という年度なんですけれども、コロナ禍でできないということで、今年はこ

れから秋冬に予定されているか分からないのですけれども、コロナでそういっ

たことが、もう図書館さんは難しくなっちゃったのかなと、ふと思ったので、こ

ういう流れがあるかどうかを聞いてみたいと思いました。ありがとうございま
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す。 

 それから、各分室の長の方を協議会に、オンライン参加ですとか会場参加です

とかあると思うのですが、１回でも２回でも都合が合えば来ていただいて、協議

会で取組状況の報告や、協議会の話を聞いていただくというのも、協議会の審議

が充実したものになるのではないかと思いました。 

 先ほどもほかの委員の方からお話があったように、取りまとめとしてはこの

ようになるのですけれども、やっぱり各館の取組がよく見えてこないというこ

とがありまして、そういったところも、実際、顔を合わせることでコミュニケー

ションも取れるのかなと思います。 

 以上です。 

【大串会長】  ありがとうございました。 

分室の方はこういう会議にそもそも出てこないのは何か理由があるのです

か。 

【香川奉仕係長】  特にはないです。 

【大串会長】  僕の経験から言うと、大学では委託業者が幾つか入ったので、

僕が図書館長じゃなくて副館長になったときに、やっぱり、そういう人がこうい

う図書館運営上の会議に顔を出していないと、いくら事務局から説明をしても

十分意図が伝わらないし、また、その人たちがいろいろ努力されていることも、

要するにこういうところに伝わらないから、今後、そのときは委託業者の運営方

法の話合いをして、職員の方をこういう会議には必ず１人出してほしい、それで

話をして、そういうことで、まあ、オブザーバー参加みたいになったんですけれ

ども、そういうことで話をして来ていただいて、オブザーバーですから、   

  事務局の扱いともちょっと違うんですよ。ただ、意見や何かを求めるときは

事務局の僕から、今のことについてご意見ございますかと聞いて、それで許可を

得て話をするという方式を取ったこともあるんですよ。 

 だから、僕はそういう経験があったので、ここに来たときにすごく不思議に思

ったんですけれども、だから、今の大久保委員のご意見というのは、どういう法

的な問題とか、事務処理上の問題とかがあるのか分からないですけれども、僕と

しては、できるだけ顔を見せていただいて、いろいろ我々も聞きたいことがある

から、だから、さっきのようなヤングアダルトの貫井北とか、ああいうので、い



 -31- 

や、どういうふうにやっているのと思うわけじゃないですか。だから、そういう

ことも含めて、ご検討いただいたほうがいいかなと思いました。ありがとうござ

います。 

 ほかに何かご意見ございますか。どうぞ。 

【高橋委員】  私は介護保険の協議会にも出ているのですけれども、そうする

と、小金井に４つ包括センターがありますよね。そこの方々が出てきて、こうい

う協議会のときには、それぞれの取組、それぞれの報告、進捗状況みたいなのを

４包括の方が発表されたり、資料を投影したりとか、多分、そうすると４つの動

きがほかの方も分かると。その中で、どう調整するかとか、そうやって、いいよ

うに回っていくようにも思いますので、とてもいい取組だと思います。ぜひ、ご

検討いただければ。 

【大串会長】  何か法的な問題とか、いろいろあるときはあるので。 

【高橋委員】  予算とかですかね。 

【大塚委員】  形式とか契約の形とか、枠組みによっては出られないみたいな

ルールがあるところもある。それで出られなかったという話を聞いたことがあ

ります。 

【大串会長】  何かそういう部分も含めてご検討いただいて。 

【大塚委員】  でも、差支えなければ、やはり出席していただいたほうがいい

と思います。 

【大串会長】  ほかに何かございますか。 

 では、そろそろ、その他も含めてこれで終わりということになるのですけれど

も。 

 どうぞ。 

【大塚委員】  それ以外、余計なことかもしれないのですが、資料の中にあっ

た専門スタッフの専門性の向上のところで、いわゆる外部研修の参加が難しい

というコメントがあったのですけれども、余計な話なんですが、国立国会図書館

なんかですと、ＹｏｕＴｕｂｅでオンライン研修をものすごくたくさん実施し

ているんですね。レファレンス研修なんかもメニューがかなり豊富なので、例え

ば参考図書の説明とかは、私は学生にも勧めていたりするので、行って参加する

という以外にも、割に図書館関係は、今、ＺＯＯＭとかオンラインの形式がすご
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く増えているので、職員の方がそういう研修に参加するような機会が、そうする

と、例えば完全に無料で、フリーで参加できるものは、例えば仕事の時間中に一

定のルールをつくって聴講するというのを許可をするとか、何か考えてあげら

れるといいんじゃないかなと思いました。 

 全然、例にはならないかもしれないですけれども、例えば国家公務員の場合、

ワードとかエクセルが入ってきたとき、２０００年、特に年齢がいっている人は

大学なんかではそんなことはやってきていない。だけど、文書をつくるにはワー

ドとエクセルが必要。そのときは、実は、各省庁全員オンライン研修の枠ができ

て、じゃあ、あなたはこの３か月間に自分の業務時間中にここにアクセスして、

何ポイント何ステップの研修を受けましょうという、そういうのを全員やって

いたんです。 

 部局によっては、例えば広報でこのツールが必要ですとか、イラストを描くツ

ールが必要な人はその研修にという、研修の内容を人事のほうがちゃんと登録

して、それを全部時間内で、オンラインでやっていました。実際、そうだったの

で、何かオンライン研修の機会がこれだけたくさん出ているので、パソコンと、

あと何かきっかけが要るとか、図書館関係だといろいろ有料の場合もあるのか

もしれませんけれども、無料のものもたくさんあるので、何か職員の方で話し合

って、自分が興味のある研修を受けられるような仕組みを考えていただいても

いいのかなと思いました。 

【大串会長】  なるほど。貴重なご意見ありがとうございました。 

 これは事務局のほうでご検討いただいて。ありがとうございます。 

 ほかにご意見ございますか。どうぞ。 

【奥村委員】  ちょっとだけもやっとしていることがあって、もう、調べなく

てもいいのですけれども、個人的に、今、利用者登録の見直しというところがあ

ったので、例えば他市で予約して本を借りるときに、延滞している本があると借

りれませんとかというふうに、ルールがあったりして借りれないのですけれど

も、小金井市は別に延滞しても借りられますか。 

【大串会長】  どうぞ。 

【香川奉仕係長】  奉仕係長です。今、４週間延滞していると、それは駄目な

んです。 
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【奥村委員】  駄目なんですね。分かりました。 

【香川奉仕係長】  なので、ほかの図書館も延滞していると駄目なんですけれ

ども、その期間がうちはちょっとおおらかというか。 

【奥村委員】  分かりました。利用者にとっては、便利は便利なんですけれど

も、そうすると予約しているのがなかなか回ってこないかなと思ったので。あり

がとうございます。 

【大串会長】  なるほど。ありがとうございました。 

 ほか、いかがですか。もうなければ、これで。どうぞ。 

【藤森委員】  すみません、長くなっちゃって。質問なんですけれども、小金

井市の図書館には分館が幾つかあって、それぞれ特徴があると思うのですが、そ

ういう分館同士と本館と、全部合わせての話合いというか、そういうことは持た

れていますか。 

【大串会長】  事務局、いかがですか。 

【内田館長】  月１回、必ず月初めには全体会というのをやっていますし、毎

週必ず選書会議があるので、それぞれの館のトップが集まって選書しています

ので、そこでの重要事項というのは、私のほうからも連絡を共有させていただい

ているようなところです。 

【藤森委員】  ありがとうございます。 

【大串会長】  ほかにございますか。どうぞ。 

【大久保委員】  時間が延びて申し訳ありません。この進捗管理の表は、次回

も継続になりますか。 

【大串会長】  どうですか。 

【香川奉仕係長】  次の１１月２５日に提案できるかは難しいのですけれど

も、これで終わりじゃなくて、今日皆さんにご意見いただいたので、一旦、事務

局のほうで、もう一度工夫してみます。工夫が少し形になったら、また皆さんに

お諮りさせていただくので、継続審議でお願いします。 

【大久保委員】  かしこまりました。次回協議会まで２か月ぐらいあるので、

今、皆さんから質問も出たので、私も便乗して、気がついたところがあったので、

林先生からもご意見がありました、このＩＣタグ導入の研究というのは、市民か

ら要望が前から出ている自動貸出機の件だと思うのですけれども、これもずっ
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とやられていて、予算が大変ということで、実施ができないということで、前も

聞いたような気がするのですが、一旦、ここで研究ですとか、実情ですとか、結

果を公表するという形で、ここまで検討してきたということを一回出したほう

がいいんじゃないかなという気がします。 

 このＩＣタグというのは、自動貸出機のことかもよく分からないかもしれな

い人もいると思うので、ということと、あと、自治体ＤＸ推進というので、今、

市のほうでも行財政改革の流れでこういうことを進めているということは市民

としても注目しているのですけれども、具体的に図書館ではどのようなＩＣＴ

活動をしていこうとしているのか、そういうことによって市民の図書館活動が

どれだけ有益になるのかということを、多分、それが研究を進める目的だと思う

ので、もう少し具体的に何の研究を進めるのかというものも、もしあれば書いて

いただいたほうが分かりやすいかと思います。 

 それから、図書館サポーターで、ハンディキャップ・サービスの拡充のために

も、新規サポーター（宅配）の育成の研究が必要というのは、これは本をおうち

へ届ける方のことですかという、その点です。以上。 

【大串会長】  ありがとうございます。一番最後の部分。 

【香川奉仕係長】  図書館サポーターで、特に宅配の関係は、ほかの自治体さ

んでも、図書館から対象者のご自宅に届けるサポーターの方、その場合はボラン

ティアの方になります。小金井市でもやれればなと思っていますが、直にその家

に行くに当たって、ボランティアの方でいいのかとか、心配事もあるので、それ

こそ実際に行っているところで、ちょうど小平がやっているので、今度いろいろ、

そこら辺を聞いてみたいなとは思っています。一応、想定しているのは、ご自宅

に持っていっていただく方を想定はしています。 

 以上です。 

【大串会長】  なるほど。 

【大久保委員】  ありがとうございます。 

【中島庶務係長】  大久保委員、ありがとうございます。 

 ＩＣタグや自動貸出機とか、予算の関係がというご意見があったので、私ども

の必要な予算のほうは、どうしても財政当局に要求という形で上げて、予算の確

保ができないと、マンパワーの工夫だけでは、本当に金額がかかるものについて
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は取り組めないのが実態となってございます。 

 まさしくＩＣタグや自動貸出機というのは、職員が頑張って工夫しても、どう

しても導入できなくて、お金がかかるもの、そういった部分の取組というのはど

うしても出てきますので、もし、こういう図書館協議会の委員の方から、ぜひ、

導入すべきとか、そういったご意見等があれば、私たちもそちらをきちんと予算

の要求時に添えながら、市長部局の財政当局に要求を上げていく形で考えてお

りますので、ぜひ、ご意見等あれば、積極的にいただければと考えております。 

 私からは以上です。 

【大串会長】  ありがとうございます。 

【大久保委員】  ありがとうございます。そのようなことなのですね。理解い

たしました。 

【大串会長】  ほかにどうですか。事務局、今のご質問、３点あったのですけ

れども、何かございますか。 

 なければ、協議会としては、今日はこれぐらいでおしまいということで。事務

局から何かあれば。 

【内田館長】  ございません。 

【大串会長】  では、今日はどうも長い時間ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


